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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】移動通信端末機用コンテンツの提供方法及びこ
れを具現するためのプログラムが記録された記録媒体を
提供する。
【解決手段】移動通信端末機にコンテンツを提供する方
法において、マルチファイルでなされたコンテンツを保
存することであって、前記マルチファイルは実行ファイ
ル、ＤＬＬファイル及びリソースファイルの中の少なく
ともいずれか一つを含み、前記マルチファイルに対する
パッケージリスト情報を生成し、前記パッケージリスト
情報を前記移動通信端末機に送信し、前記パッケージリ
スト情報中のマルチファイルを前記移動通信端末機に送
信する。前記移動通信端末機中のダウンロードエージェ
ントプログラムは前記パッケージリスト情報中のマルチ
ファイルの通信が完了したか判断する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大容量のコンテンツを管理する移動通信端末機であって、
　コンテンツサーバからコンテンツを構成する実行ファイルとＤＬＬファイル及びリソー
スファイルの少なくともいずれか一つを含むマルチファイルに対する、コンテンツのマス
ターＩＤを含むパッケージリスト及びマルチファイルを受信するとともに、前記マルチフ
ァイルをディレクトリ構造に基づき保存するダウンロード管理モジュールと、
　前記コンテンツのマスターＩＤの存在に従って、前記コンテンツサーバから送信される
べきファイルのサイズに対して十分なメモリ容量が確保されているか判断するメモリ容量
判断モジュールと、を含む、
ことを特徴とする移動通信端末機。
【請求項２】
　前記コンテンツのマスターＩＤ及びコンテンツ統一バージョン情報を含むコンテンツ基
本情報を前記コンテンツサーバに送信するランチングモジュールをさらに含むことを特徴
とする請求項１に記載の移動通信端末機。
【請求項３】
　前記コンテンツのマスターＩＤがある場合に、前記コンテンツサーバからマルチファイ
ルを受信しているときに、受信アイコンを表示するアイコン表示モジュールをさらに含む
ことを特徴とする請求項１に記載の移動通信端末機。
【請求項４】
　前記ダウンロード管理モジュールは、
　前記コンテンツのマスターＩＤを上位ディレクトリとして指定し、前記受信したマルチ
ファイルのそれぞれをコンテンツのマスターＩＤの下位ディレクトリに保存することを特
徴とする請求項３に記載の移動通信端末機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信端末機用コンテンツ提供方法に関するもので、詳しくは、移動通信
端末機に提供されるコンテンツをマルチファイル形態で構成することにより大容量のコン
テンツを効率的に提供し、移動通信端末機で大容量のコンテンツを効率的に管理できるよ
うにする方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、インターネットの急速な発展はインターネットを介して多様なコンテンツへのア
クセスを高めている。
【０００３】
　ここで、コンテンツとは、インターネットを介して提供される各種情報やその内容物、
例えば、テキスト、音楽、ゲーム及び映画だけでなく上記のようなコンテンツを使用者の
端末機から再生する実行可能プログラムを指す。
【０００４】
　過去、コンテンツは有線インターネットを介してダウンロードされ、デスクトップ型Ｐ
Ｃやノート型コンピュータを介して提供されたが、最近は、移動電話またはＰＤＡ（Ｐｅ
ｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）が普及しており、移動通信端末
機を介して（各種）コンテンツを利用するという使用者の要求がますます高まっている。
【０００５】
　現在、有線インターネットを介する大容量マルチメディアデータ通信技術の発展とデス
クトップＰＣまたはノート型コンピュータの急速な処理性能の発展により、数十メガから
数Ｇバイトに至るコンテンツを提供できるようになったが、移動通信端末機にコンテンツ
を提供することにおいては移動通信端末機のメモリ容量及び処理性能の限界及び無線ネッ
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トワークの不安定性のため、移動通信端末機に非常に少ない容量のコンテンツしか提供で
きないのが実状である。
【０００６】
　このように、以前は、移動通信端末機に少ない容量のコンテンツをダウンロードしてい
たので、移動通信端末機用コンテンツを一つのファイルで構成して提供することが一般的
であった。
【０００７】
　例えば、ゲームコンテンツを提供する場合、コンテンツを利用するための実行データ及
びキャラクタまたは背景を示すためのリソース情報などは一つのファイルで構成して提供
した。
【０００８】
　最近は、外部メモリデバイスにより移動通信端末機のメモリ容量を大きくして、処理性
能を向上することが可能になった。しかしながら、依然として大容量のコンテンツを一つ
のファイルで構成して提供するのが実状である。
【０００９】
　しかし、移動通信端末機にコンテンツを一つのファイルで提供する場合には下記のよう
な欠点が存在し得る。
【００１０】
　第一に、大容量のコンテンツの場合、コンテンツの最初の開発以後に多様なパッチ（Ｐ
ａｔｃｈ）ファイルが存在することがあるが、コンテンツを一つのファイルで提供する場
合、比較的少ない容量のパッチをダウンロードするために全体のコンテンツを新たにダウ
ンロードしなくてはならなかった。
【００１１】
　第二に、少ない容量のパッチファイルをダウンロードするためにコンテンツの全体を新
たにダウンロードする場合、ネットワークを介するパッケージ通信量が多くなり情報料が
高くなる。
【００１２】
　第三に、大容量のコンテンツの場合、機能拡張のための拡張パック（ＰＡＣＫ）が存在
することもある。このような場合、コンテンツの基本パックと拡張パックの間に一致する
要素が多くても拡張パック全体を新たにダウンロードしなくてはならない。
【００１３】
　さらに、従来の移動通信端末機に用いる再生プログラム、例えばＶＯＤプレーヤ、ＤＭ
Ｂプレーヤ及びＭＰ３プレーヤは、端末機の処理性能を与えるために移動通信端末機の製
造時にオペレーティングシステムに搭載されていたが、誤り訂正のためのパッチファイル
やこれらのプログラムをアップグレードするための拡張パックを提供して、バイナリの端
末ＯＳを更新することだけで可能になる。しかし、端末機の処理性能が持続的に向上され
ており、外部メモリデバイスにより端末記憶の制限がなくなっているので、このように端
末ＯＳと共に提供されていたこれらのプログラムをダウンロードできる可能性が大きくな
った。
【００１４】
　しかし、また、このような実行プログラムが移動通信端末機に一つのファイルでダウン
ロードされても、少ない容量のパッチファイルや、既に基本パックに含まれている多くの
要素を拡張パックをダウンロードする場合にもコンテンツの全体を新たにダウンロードし
なくてはならないという欠点は依然として存在する。
【００１５】
　さらに、従来の方法では、移動通信端末機用コンテンツを一つのファイルで提供して、
このファイルは移動通信端末機のメモリ内に予め設定されたアドレス領域内に別途の特定
ディレクトリなしで一つのファイルで保存されていた。
【００１６】
　最近は、移動通信端末機の処理性能向上及びメモリ容量の拡張で、大容量のコンテンツ
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の提供が可能になっているが、依然として大容量のコンテンツを一つのファイルで移動通
信端末機に提供し、別途の特定ディレクトリの指定なしに予め設定された保存領域内に保
存している。
【００１７】
　コンテンツが大容量化した場合、多様なパッチファイルが存在し得るが、従来技術によ
れば、小さいサイズのパッチファイルのダウンロードのためだけに、コンテンツの全体を
ダウンロードしなくてはならず、これにより、移動通信端末機はコンテンツのダウンロー
ドの際にはメモリ容量を多く確保しなくてはならない。
【００１８】
　また、従来技術によれば、移動通信端末機に既にインストールされた大容量のコンテン
ツに対する拡張パックを提供されず、もし拡張パックがあったとしても従来技術によれば
、コンテンツを一つのファイルで構成したので拡張パックは別のファイルと認識され、基
本パックが保存されている領域と異なる領域に拡張パックは保存されることになるので使
用可能なメモリ容量が制限されていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　本発明は、上記のような従来技術の欠点を解決するためになされたものであり、（各種
）コンテンツをマルチファイルで構成することで移動通信端末機用コンテンツを効果的に
提供する方法及びこれを具現するためのプログラムを含む記録媒体である。
【００２０】
　本発明の別の目的は、大容量のコンテンツの管理を効率的に行うことができる移動通信
端末機及びこれを具現するためのプログラムを含む記録媒体である。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記のような目的を果たすために、本発明の第１実施例によれば、移動通信端末機にコ
ンテンツを提供する方法において、実行ファイルとＤＬＬファイル及びリソースファイル
の中の少なくともいずれか一つを含むマルチファイルで構成されたコンテンツを保存する
ステップと、上記マルチファイルに対するパッケージリスト情報を生成するステップと、
上記パッケージリスト情報を上記移動通信端末機に送信するステップと、上記パッケージ
リスト情報中のマルチファイルを上記移動通信端末機に送信するステップと、を含み、上
記移動通信端末機中のダウンロードエージェントプログラムは上記パッケージリスト情報
中のマルチファイルの通信が完了したかを判断する。
【００２２】
　また、本発明の別の実施例によれば、移動通信端末機にコンテンツを提供するコンテン
ツサーバを含む移動通信システムに個別ファイルを提供する提供方法であって、上記移動
通信端末機に保存されている複数の個別ファイルで構成されるコンテンツに対する、コン
テンツマスタＩＤ及び個別ファイル情報を含むパッケージリスト情報を受信するステップ
と、上記受信されたパッケージリスト中の個別ファイル情報と上記コンテンツサーバに保
存されているコンテンツの個別ファイル情報とを比較するステップと、上記コンテンツサ
ーバに保存されている複数の個別ファイルのうち上記受信したパッケージリスト情報中の
ファイルと異なる個別ファイル情報を移動通信端末機に送信するステップとを含む。
【００２３】
　また、本発明の別の実施例によれば、コンテンツサーバから移動通信端末にコンテンツ
の個別ファイルを受信するデジタル処理装置により実行可能な命令を構成するプログラム
を記憶した記憶媒体であって、上記コンテンツサーバから上記移動通信端末機に保存され
ている実行ファイルとＤＬＬファイル及びリソースファイルの中の少なくともいずれか一
つを含む複数の個別ファイルで構成されるコンテンツに対応する、コンテンツマスタＩＤ
とコンテンツ統一バージョン情報及び個別ファイル情報を含む最新パッケージリスト情報
を受信するステップと、上記最新パッケージリスト情報中の個別ファイル情報と上記移動
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通信端末機に保存されているコンテンツの個別ファイル情報とを比較するステップと、上
記パッケージリスト情報中の複数の個別ファイルのうち上記移動通信端末機中のファイル
と異なる個別ファイル情報を上記コンテンツサーバにダウンロードするよう要求するステ
ップと、を含む。
【００２４】
　また、本発明の別の実施例によれば、コンテンツサーバの移動通信端末に予め保存され
たコンテンツの基本パックに対応する拡張パックファイルを受信するデジタル処理装置に
より実行可能な命令を構成するプログラムを記録する記憶媒体であって、上記コンテンツ
サーバから実行ファイルとＤＬＬファイル及びリソースファイルの中の少なくともいずれ
か一つを含む複数の個別ファイルで構成され拡張パックコンテンツに対応する、コンテン
ツマスタＩＤ、コンテンツ統一バージョン情報及び個別ファイル情報を含む拡張パックパ
ッケージリスト情報を受信するステップと、上記拡張パックパッケージリスト情報中の個
別ファイル情報と上記移動通信端末機に予め保存された個別ファイル情報情報とを比較す
るステップと、上記拡張パックパッケージリスト中の複数の個別ファイルのうち上記基本
パックに対応するファイルと異なる個別ファイル情報をダウンロードするよう要求するス
テップと、を含む。
【００２５】
　さらに、本発明の第２実施例によれば、コンテンツサーバから移動通信端末にダウンロ
ードされた大容量のコンテンツを管理するデジタル処理装置により実行可能な命令を構成
するプログラムを記憶する記憶媒体であって、上記コンテンツサーバからコンテンツを構
成する実行ファイルとＤＬＬファイル及びリソースファイルの中の少なくともいずれか一
つを含むマルチファイルに対する、コンテンツマスタＩＤ含むパッケージリストを受信す
るステップと（ａ）、上記マルチファイルを受信するステップ（ｂ）と、上記コンテンツ
マスタＩＤを上位ディレクトリとし、上記受信されたマルチファイルをそれぞれコンテン
ツマスタＩＤの下位ディレクトリに保存するステップ（ｃ）と、を含む。
【００２６】
　また、本発明の別の実施例によれば、大容量のコンテンツを管理する移動通信端末機で
あって、コンテンツサーバからコンテンツを構成する実行ファイルとＤＬＬファイル及び
リソースファイルの少なくともいずれか一つを含むマルチファイルに対する、コンテンツ
のマスターＩＤを含むパッケージリスト及びマルチファイルを受信するとともに、前記マ
ルチファイルをディレクトリ構造に基づき保存するダウンロード管理モジュールと、前記
コンテンツのマスターＩＤの存在に従って、前記コンテンツサーバから送信されるべきフ
ァイルのサイズに対して十分なメモリ容量が確保されているか判断するメモリ容量判断モ
ジュールと、を含む。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、コンテンツをマルチファイルで構成して、これをパッケージリストで
管理することで大容量のコンテンツのパッチファイルを個別に送信できる。
【００２８】
　また、本発明によれば、使用者が誤って削除した実行に必要なファイルを、コンテンツ
のパッチ手順を介して、またはコンテンツの再ダウンロードを要求により復旧することが
可能であり、コンパイルを必要とするゲームアプリケーションとコンパイルが必要のない
リソースファイルを同時に送信できる。
【００２９】
　本発明によれば、通常、共有可能なファイルを含むマルチファイルで構成された大容量
のコンテンツを移動通信端末機に予め設定されたディレクトリ構造で保存するので大容量
のコンテンツを効率的に管理できる。
【００３０】
　また、本発明によれば、受信アイコンが表示され、最新のすべてのパッチファイルのダ
ウンロードが完了されないと、パッチファイルのダウンロード中はコンテンツの実行を禁



(6) JP 2010-51008 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

止するので、移動通信端末機を安定的に用いることができる。
【００３１】
　また、本発明によれば、パッチファイルをダウンロードしている間に、一つのパッチフ
ァイルのダウンロードが完了されると、マルチファイルのうちダウンロードの完了された
パッチファイルと個別ＩＤが一致するファイルをパッチファイルに更新するので、大容量
のメモリを確保する必要がない。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の好ましい一実施例によるコンテンツ提供システムを示す図である。
【図２】本発明の好ましい一実施例によるコンテンツサーバで構成されるモジュールを示
す図である。
【図３】本発明の好ましい一実施例によるダウンロードエージェントプログラムで構成さ
れるモジュールを示す図である。
【図４】本発明の好ましい一実施例によるパッケージリスト情報を示す図である。
【図５】本発明による実行ファイルの構成情報を示す図である。
【図６】本発明によるＤＬＬファイルの構成情報を示す図である。
【図７】本発明によるリソースファイルの構成情報を示す図である。
【図８】本発明によるアイテムファイルの構成情報を示す図である。
【図９】本発明によるコンテンツダウンロードを示すフローチャートである。
【図１０】本発明の好ましい一実施例による必要ファイルのダウンロードを示すフローチ
ャートである。
【図１１】本発明の別の実施例によるダウンロードエージェントプログラムで構成される
モジュールを示す図である。
【図１２】本発明の別の実施例による必要ファイルのダウンロード手順を示すフローチャ
ートである。
【図１３】本発明の好ましい別の実施例によるコンテンツ提供システムを示す図である。
【図１４】本発明の好ましい一実施例によるコンテンツマネージャで構成されるモジュー
ルを示す図である。
【図１５】本発明の好ましい一実施例によるコンテンツのディレクトリ構造を示す図であ
る。
【図１６】本発明の一実施例によるコンテンツをダウンロードする際の保存手順を示す図
である。
【図１７】本発明の一実施例によるパッチファイルをダウンロードする際のアイコン表示
手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　上述した目的、特徴及び長所は添付された図と、関連する以下の詳細な説明を介してよ
り明らかになる。先ず、各図の構成要素に参照番号を付けることにおいて、同一の構成要
素はたとえ異なる図上に表示されてもできるだけ同一の番号を有するようにしてある。
【実施例１】
【００３４】
　以下で添付された図を参照して、本発明による移動通信端末機用コンテンツ提供方法及
びこれを具現するための記録媒体に関する好ましい実施例を詳細に説明する。
【００３５】
　図１は、本発明の好ましい一実施例によるコンテンツ提供システムを示す図である。
【００３６】
　図１に示すように、本発明によるコンテンツ提供システムは移動通信端末機１００及び
コンテンツサーバ１０８を含むことができる。移動通信端末機１００とコンテンツサーバ
１０８はネットワークを介して互いに繋がることができる。
【００３７】
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　ここで、ネットワークは、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏ
ｎ）、ＢＳＣ（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）及びＰＤＳＮ（Ｐａ
ｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｎｏｄｅ）を含む無線ネットワークであっても良
い。
【００３８】
　移動通信端末機１００は、上記のようなネットワーク構成要素を用いて無線でコンテン
ツサーバ１０８に接続することで各種コンテンツの提供を受けることができる。
【００３９】
　一般的にコンテンツは、インターネットのようなネットワークを介して提供される音楽
データ及び映画データを指す。しかし、本明細書におけるコンテンツという用語は、その
他上記したデータを実行するための実行ファイル及び連結プログラム（例えば、ＤＬＬプ
ログラム）まで含み、本発明におけるコンテンツとは、ネットワークを介して送信される
すべてのデータを指す。
【００４０】
　移動通信端末機１００は、従来の移動電話機、ＭＢＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）などを含むことができる。
【００４１】
　本発明によれば、移動通信端末機１００は、無線インターネットブラウザ１０２、ダウ
ンロードエージェントプログラム１０４及びコンテンツ保存部１０６を含むことができる
。
【００４２】
　コンテンツサーバ１０８から提供されるコンテンツリストまたはアイテムリストを受け
て再生する無線インターネットブラウザ１０２は、ＷＡＰ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ａｐｐｌ
ｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ブラウザ、ＭＥ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ
）などを含むことができる。
【００４３】
　ダウンロードエージェントプログラム１０４は、コンテンツサーバ１０８からコンテン
ツのダウンロードがある場合、コンテンツのすべてが受信されたか判断する。
【００４４】
　本発明によれば、コンテンツサーバ１０８は、コンテンツを一つのファイルで構成する
よりは、むしろ複数のファイル（以降、‘マルチファイル’もしくは‘複数の個別ファイ
ル’）例えば実行ファイル（ＥＸＥファイル）、連結ファイル、リソース（ＲＥＳ）ファ
イル及びアイテムファイルなどに整理して保存する。使用者のダウンロード要求がある場
合、コンテンツサーバ１０８はマルチファイルに対する情報を含むパッケージリストを生
成してマルチファイルとともにパッケージリストを移動通信端末機１００に送信する。
【００４５】
　実行ファイルは、特定コンテンツを再生している間メモリに継続的にロードされている
。
【００４６】
　リンクファイル、例えばＤＬＬ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｌｉｂｒａｒｙ　Ｌｉｎｋ）ファイ
ルは、移動通信端末機１００のメモリにロードされた実行ファイルとコンパイルされるよ
りは、むしろ実行中にそのリンクファイルを用いる実行ファイルと繋がる。リンクファイ
ルはメモリの効率的使用及び開発されたソフトウェアの再使用、構造的ソフトウェアの開
発などのためのものである。
【００４７】
　さらに、リソースファイルは、例えば、ゲームコンテンツの場合、ゲームグラフィック
のファイルであり、ＶＯＤプレーヤのような再生プログラムの場合においてはスキンファ
イルである。
【００４８】
　アイテムファイルは、リソース機能を拡張するためのものである。例えば、レーシング
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ゲームにおける自動車や競技場を拡張するためのファイルであり、ＶＯＤプレーヤの場合
にはスキン変更またはスキン拡張のファイルである。
【００４９】
　パッケージリスト情報は、コンテンツマスタＩＤ、統一バージョン情報、実行ファイル
のＩＤ及びバージョン情報、コンテンツに含まれたＤＬＬ、ＲＥＳ及びアイテムファイル
の個数、ＩＤ及びバージョン情報などが含まれる。
【００５０】
　本発明によれば、ダウンロードエージェントプログラム１０４は、コンテンツサーバ１
０８からパッケージリスト情報を受信してこれを保存する。また、コンテンツサーバ１０
８からコンテンツの通信がある場合、ダウンロードエージェントプログラムはパッケージ
リストに含まれたそれぞれのマルチファイルの通信が完了されたか判断する。
【００５１】
　さらに、本発明の一実施例によれば、既にダウンロードされたコンテンツに対するパッ
チファイルが存在する場合、移動通信端末機１００のダウンロードエージェントプログラ
ム１０４は既にダウンロードされたコンテンツに対するパッケージリスト情報をコンテン
ツサーバ１０８に送信する。コンテンツサーバ１０８は、移動通信端末機１００から送信
されたパッケージリスト情報を用いて現在コンテンツサーバ１０８に保存されているファ
イルのうち移動通信端末機１００中のファイルと異なるサイズまたは異なる個別ＩＤをも
つものを調べ、移動通信端末機１００に送信する。
【００５２】
　例えば、サイズまたは個別ＩＤが同一でない場合、パッチまたは移動通信端末機１００
から削除された復旧する必要のあるファイルが必要である。この場合、コンテンツサーバ
１０８は個別ファイルのサイズ情報または個別バージョン情報を用いて必要なファイルを
移動通信端末機１００に送信する。
【００５３】
　本発明の別の実施例によれば、移動通信端末機１００は、パッチファイルが必要である
か否か判断することができる。この際、ダウンロードエージェントプログラム１０４は、
コンテンツサーバ１０８からコンテンツの最新パッケージリストを受信して、最新パッケ
ージリストに含まれた個別ファイルの情報と、移動通信端末機１００に含まれた個別ファ
イルの情報とを比較する。比較の後、ダウンロードエージェントプログラム１０４は異な
る個別ファイル情報を持つファイルのダウンロードをコンテンツサーバ１０８に要求する
。
【００５４】
　ここで、異なる個別ファイルの情報とは、例えば、同一のＩＤを有する二つのファイル
がサイズまたは個別バージョンが一致しないことを意味する。この場合、パッチファイル
や削除されたファイルの復旧であり得るのでダウンロードエージェントプログラム１０４
はこれをコンテンツサーバ１０８に要求することになる。
【００５５】
　上記のように、本発明によれば、大容量のコンテンツをマルチファイルで構成し、パッ
ケージリスト情報を用いてパッチファイルなどの提供処理を実行する。したがって、少な
い容量のパッチまたは削除されたファイルのためにコンテンツのすべてをダウンロードす
ることをなくすことができる。
【００５６】
　コンテンツ保存部１０６は、コンテンツサーバ１０８からダウンロードされたあらゆる
種類のコンテンツを保存する。コンテンツ保存部１０６は移動通信端末機１００の内蔵メ
モリ、もしくは、大容量のコンテンツを収容するための外部メモリであっても良い。
【００５７】
　本発明は、無線ネットワークを介してコンテンツをダウンロードすることについて説明
した。しかし、これは一例に過ぎなく、有線ネットワークを介して使用者ＰＣにコンテン
ツをダウンロードした後に、無線ネットワークを介して少ない容量のパッチファイルをダ
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ウンロードし、ダウンロードしたコンテンツを移動通信端末機１００に移動する場合も本
発明の適用範囲にはいるものとして見るべきである。
【００５８】
　本発明によると、コンテンツサーバ１０８はデータベース１１０に繋がり、データベー
ス１１０には使用者情報、コンテンツを構成するマルチファイル及びパッケージリスト情
報などが保存される。
【００５９】
　図２は、本発明の好ましい一実施例によるコンテンツサーバで構成されるモジュールを
示す図である。
【００６０】
　図２に示すように、本発明によるコンテンツサーバ１０８はコンテンツリスト提供モジ
ュール２００、パッケージリスト生成モジュール２０２、バージョン比較モジュール２０
４、サイズ比較モジュール２０６、ＣＯＤモジュール２０８、暗号化モジュール２１０、
アプリケーション送信モジュール２１２、リソース送信モジュール２１４及び認証キー提
供モジュール２１６を含む。
【００６１】
　コンテンツリスト提供モジュール２００は、コンテンツサーバ１０８に接続した移動通
信端末機１００にコンテンツリスト及びアイテムリストなどを提供する。
【００６２】
　パッケージリスト生成モジュール２０２は、特定コンテンツを構成するマルチファイル
に対するパッケージリストを生成する。
【００６３】
　本発明によると、コンテンツサーバ１０８は、移動通信端末機１００にダウンロードさ
れるコンテンツをマルチファイル形態で構成し、これらのマルチファイルに対するパッケ
ージリストを生成する。
【００６４】
　図４は、本発明の好ましい一実施例によるパッケージリスト情報を示す図である。図４
に示すように、本発明によるパッケージリスト情報は、コンテンツマスタＩＤ、コンテン
ツ統一バージョン、実行ファイル個数、実行ファイル構成情報、ＤＬＬファイル個数、Ｄ
ＬＬファイル構成情報、リソース（ＲＥＳ）ファイル個数、リソース（ＲＥＳ）ファイル
構成情報、アイテム（Ｉｔｅｍ）ファイル個数及びアイテム（Ｉｔｅｍ）ファイル構成情
報などを含む。
【００６５】
　コンテンツ統一バージョンは、特定コンテンツが基本パックであるかまたは拡張パック
であるかを示し、パッチバージョンの状態を示す。
【００６６】
　本発明の好ましい一実施例によれば、実行ファイルの数は一つが好ましい。実行ファイ
ルの構成情報は図５に示すように、一つの実行ファイルに対する実行ファイルのＩＤ、実
際のファイル名、バージョン情報、サイズ及び課金情報が含まれる。
【００６７】
　統一バージョン情報は、例えば１．ｘ．ｘまたは２．ｘ．ｘなどのＭａｊｏｒ／Ｍｉｄ
ｄｌｅ／Ｍｉｎｏｒの構造で表される。Ｍａｊｏｒ番号は基本パックであるかまたは拡張
パックであるかを識別する識別番号とすることができ、Ｍｉｄｄｌｅ及びＭｉｎｏｒ番号
はパッチを識別するためのものとすることができる。
【００６８】
　さらに、ＤＬＬファイル、リソースファイル及びアイテムファイルの個数は、コンテン
ツの種類に応じて変化することができる。それぞれの構成情報は図６ないし図８に示すよ
うに、各ファイルのＩＤ情報、バージョン情報、サイズ及び課金情報を含む。
【００６９】
　さらに、アイテムファイルは、リソースを拡張するためのファイルであって、最初のコ
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ンテンツのダウンロード際に必ず含まれていなくてもよい。
【００７０】
　本発明によるパッケージリスト生成モジュール２０２は、使用者から最初のコンテンツ
の要求を受信しているとき、マルチファイルに対する情報を持つパッケージリストを生成
してコンテンツリスト提供モジュール２００に送信する。コンテンツリスト提供モジュー
ル２００は、パッケージリスト情報を移動通信端末機１００に送信する。
【００７１】
　パッケージリストは、使用者からコンテンツの通信要求があった後に生成されるが、こ
れは一例に過ぎなく、先にパッケージリストを生成し、使用者から要求を受信した際にこ
れを送信することもできる。
【００７２】
　以後、マルチファイルのダウンロードが開始すると、移動通信端末機１００のダウンロ
ードエージェントプログラム１０４は、既に提供されたパッケージリストに含まれたすべ
てのマルチファイルが送信されたか否かを判断する。
【００７３】
　さらに、パッケージリスト生成モジュール２０２は、特定コンテンツの最初のダウンロ
ード際だけではなく、移動通信端末機１００に既に保存されたコンテンツに対してパッチ
ファイルなどをダウンロードする際にも最新パッケージリストを生成する。
【００７４】
　本発明の好ましい一実施例によれば、コンテンツサーバ１０８は、バージョン比較モジ
ュール２０４を含む。バージョン比較モジュール２０４は、パッチファイルが必要である
か否かを決定するために、移動通信端末機１００に中のコンテンツの統一バージョンとコ
ンテンツサーバ１０８中のコンテンツの統一バージョンとを比較する。
【００７５】
　さらに、個別ファイル比較モジュール２０６は、移動通信端末機１００から送信された
パッケージリスト中の各個別ファイルの情報とコンテンツサーバ１０８に保存されている
パッケージリスト中の各個別ファイルの情報とを比較する。
【００７６】
　上記のように、本発明による個別ファイルには、個別ＩＤ、サイズ及びバージョン情報
などが含まれる。個別ファイル比較モジュール２０６は、コンテンツサーバ１０８と移動
通信端末機１００にそれぞれ保存されたファイルのうち同一の個別ＩＤを持つ二つのファ
イルのサイズまたは個別バージョン情報とを比較する。
【００７７】
　これによって、もし個別ファイル情報が異なる場合、移動通信端末機１００にパッチフ
ァイルや削除されたファイルのダウンロードが達成される。
【００７８】
　本発明は、サイズ情報または個別バージョン情報を用いるが、本発明はこれにより限定
されず、個別ファイルに関する多様な情報を用いて個別ファイルの比較処理を行うことも
できる。
【００７９】
　本発明の一実施例によれば、コンテンツサーバ１０８は、移動通信端末機１００にコン
テンツの要求されたファイルリストを送信する。
【００８０】
　ここで、要求されたファイルリストとは、個別ファイル情報の比較により特定された移
動通信端末機１００に送信されるべきファイルのリストを指す。
【００８１】
　要求されたファイルリストの送信の後、要求されたファイル（パッチファイルまたは復
旧ファイルを含む）の通信処理が行われ、移動通信端末機１００のダウンロードエージェ
ントプログラム１０４は全ての要求されたファイルの通信が完了したか否かを判断する。
【００８２】
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　したがって、使用者は一つのコンテンツを構成するマルチファイルのうちパッチもしく
は、復旧されるべき個別ファイルを受信することができるので、無線ネットワークへの接
続時間が減り、結果として通信料を節減できる。
【００８３】
　ＣＯＤモジュール２０８は、マルチファイルのうちコンパイルが必要な実行ファイル及
びＤＬＬファイルをコンパイルする。
【００８４】
　ＣＯＤモジュール２０８は、現在論議されている無線インターネットプラットフォーム
規格のためＷＩＰＩ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ　ｆｏｒ
　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ）における核心となる構成要素である。
【００８５】
　本発明によれば、コンテンツを構成するマルチファイルのうち実行ファイルまたはＤＬ
Ｌファイルは、コンパイルされる必要があり、ＣＯＤモジュール２０８はこのようなファ
イルをコンパイルする。
【００８６】
　暗号化モジュール２１０は必要な場合、マルチファイルのそれぞれを暗号化する機能を
する。
【００８７】
　実行ファイル及びＤＬＬファイルはコンパイルされ、その後、上記のようにＣＯＤモジ
ュール２０８において暗号化され、リソースファイル及びアイテムファイルはコンパイル
されない状態で暗号化される。
【００８８】
　また、本発明によれば、ＤＬＬファイル、リソースファイル及びアイテムファイルのそ
れぞれは複数のファイルで構成される場合もあり、必要であればそれぞれのファイルに個
別に暗号化処理が行われる。
【００８９】
　（ゲーム）アプリケーション送信モジュール２１２は、マルチファイルのうち実行ファ
イル及びＤＬＬファイルを移動通信端末機１００に送信する。すなわち、（ゲーム）アプ
リケーション送信モジュール２１２は、コンパイルされたファイル、例えばＣＯＤモジュ
ール２０８がコンパイルした実行ファイル及びＤＬＬファイル、を送信する。
【００９０】
　リソース送信モジュール２１４は、コンパイルの必要がないリソースファイル及びアイ
テムファイルを移動通信端末機１００に送信する。
【００９１】
　アイテムファイルは、リソースを拡張するためのものであって、上記のように、ゲーム
のグラフィック表現拡張、各プレーヤの追加スキンなどを含むものである。アイテムファ
イルは、コンテンツの最初のダウンロードの際にダウンロードされるべき必須ファイルで
はない。
【００９２】
　従来、（移動）通信事業者がコンテンツを提供する場合、ファイル全体が一つのファイ
ルにコンパイルされ、コンパイルされたファイルが送信されていた。しかし、この場合、
コンテンツサーバを運営する（移動）通信事業者は、コンパイルされていないファイルを
一度に提供することができなかった。
【００９３】
　本発明によれば、コンパイルされたファイルと個別にコンパイルされる必要のないリソ
ースファイルを送信することができるので、（移動）通信事業者はマルチファイルを一度
に送信することが可能になる。
【００９４】
　認証キー提供モジュール２１６は、コンテンツ保護のために暗号化されたファイルを解
読するための認証キーを移動通信端末機１００に送信する。
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【００９５】
　上記では、コンテンツサーバ１０８に具備されたそれぞれのモジュールは、使用者の要
求に応じてコンテンツを提供すると説明したが、これは一例に過ぎなく、それぞれのモジ
ュールは別々のサーバから実行される場合もある。
【００９６】
　図３は本発明の好ましい一実施例によるダウンロードエージェントプログラムで構成さ
れるモジュールを示す図である。
【００９７】
　図３に示すように、本発明によるダウンロードエージェントプログラムは通信完了判断
モジュール３００、パッケージリスト送信モジュール３０２及び必要ファイルリスト受信
モジュール３０４を含む。
【００９８】
　通信完了判断モジュール３００は、コンテンツサーバ１０８から送信されたパッケージ
リストに含まれる全てのマルチファイルのダウンロードが、コンテンツの最初のダウンロ
ード際に完了されたか判断する。
【００９９】
　一つのコンテンツを構成するマルチファイルを送信する場合、通信完了判断モジュール
３００は、予め提供された当該ファイルのサイズを用いて、各ファイルの通信完了を判断
する。通信完了判断モジュール３００は、個別ファイルの通信が完了したときコンテンツ
サーバ１０８に通信完了応答信号を送ることができ、すべてのマルチファイルの通信が完
了したとき全体ファイルの通信完了応答信号を送ることができる。
【０１００】
　しかし、これは一例に過ぎなく、全てのマルチファイルの通信が完了した場合のみ応答
信号を送信することも可能である。
【０１０１】
　さらに、通信完了判断モジュール３００は要求されたファイルのダウンロード際に通信
完了を判断する。
【０１０２】
　上記のように、本発明の一実施例によれば、移動通信端末機１００に既にダウンロード
されたコンテンツに対してパッチファイルや復旧ファイルが必要である場合、コンテンツ
サーバ１０８は必要ファイルリストを生成して送信する。この際、通信完了判断モジュー
ル３００は、前記必要ファイルリストを用いてすべての個別ファイルの通信が完了したか
判断（照合）する。
【０１０３】
　移動通信端末機１００から特定コンテンツに対するパッチファイルの問合せの要求があ
る場合、コンテンツサーバ１０８は、個別ファイル情報を比較するために移動通信端末機
１００に保存された特定コンテンツに対するパッケージリスト情報を必要とする。このた
めに、パッケージリスト送信モジュール３０２は、移動通信端末機１００に保存されてい
るパッケージリスト情報をコンテンツサーバ１０８に送信する。
【０１０４】
　必要ファイルリスト受信モジュール３０４は、コンテンツサーバ１０８が、移動通信端
末機１００から送信されたパッケージリスト中の個別ファイル情報と現在コンテンツサー
バ１０８に保存されている個別ファイル情報とを比較して生成した必要ファイルリストを
受信する。
【０１０５】
　図９は、本発明によるコンテンツダウンロードを示すフローチャートである。
【０１０６】
　図９は、コンテンツの最初のダウンロードの手順を示し、この手順は、コンテンツの基
本パックのダウンロードだけではなく拡張パックのダウンロードでも当てはまる。
【０１０７】
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　図９を参照すると、ステップＳ９００において、移動通信端末機１００は、コンテンツ
サーバ１０８にコンテンツリストの提供を要求する。
【０１０８】
　ステップＳ９０２において、コンテンツサーバ１０８は、移動通信端末機１００への応
答としてコンテンツリストを送信し、移動通信端末機１００の無線インターネットブラウ
ザ１０２は前記コンテンツリストを受信して表示する。
【０１０９】
　ステップＳ９０４において、使用者がダウンロードを望むコンテンツを選択するとき、
移動通信端末機１００は、コンテンツサーバ１０８に当該選択されたコンテンツのダウン
ロードを要求する。
【０１１０】
　以後、ステップＳ９０６において、コンテンツサーバ１０８は要求されたコンテンツを
構成するマルチファイルをデータベース１１０から抽出し、ステップＳ９０８において、
パッケージリストを生成する。
【０１１１】
　上記のように、パッケージリストはコンテンツマスタＩＤ、統一バージョン情報、実行
ファイル、ＤＬＬファイル及びリソースファイルそれぞれの個数と構成情報が含まれる。
【０１１２】
　ステップＳ９１０において、コンテンツサーバ１０８は、生成されたパッケージリスト
情報を移動通信端末機１００に送信し、以後、ステップＳ９１２において、一つのコンテ
ンツを構成するマルチファイル送信する。
【０１１３】
　ステップＳ９１４において、移動通信端末機１００のダウンロードエージェントプログ
ラム１０４は、コンテンツサーバから送信されたパッケージリスト情報を用いてすべての
マルチファイルの通信が完了したか否かを判断（照合）する。
【０１１４】
　ステップＳ９１６において、すべてのマルチファイルの通信が完了した場合、移動通信
端末機１００は、通信完了信号をコンテンツサーバ１０８に送信し、ステップＳ９１８に
おいて、コンテンツサーバ１０８は応答信号を移動通信端末機１００に送信する。
【０１１５】
　図１０は、本発明の好ましい一実施例による必要ファイルダウンロードを示すフローチ
ャートである。
【０１１６】
　図１０は、コンテンツの最初のダウンロードの以後の個別ファイルダウンロードの手順
を示す図であり、図１０を参照すると、先ず、ステップＳ１０００において、移動通信端
末機１００は、コンテンツサーバ１０８に接続して移動通信端末機に保存されたパッケー
ジリスト情報を送信する。
【０１１７】
　本発明の一実施例によれば、パッケージリスト情報は、コンテンツマスタＩＤ、各個別
ファイルのＩＤ、個別ファイルのサイズ及びバージョン情報などを含むことができる。
【０１１８】
　ステップＳ１００２において、コンテンツサーバ１０８は移動通信端末機１００からパ
ッケージリストを受信し、コンテンツサーバ１０８に保存されている個別ファイル情報と
上記受信したパッケージリスト中の個別ファイル情報とを比較する。
【０１１９】
　ステップＳ１００４においては、コンテンツサーバ１０８は個別ファイル情報は、異な
る個別ファイル情報を持つファイルを指摘する必要ファイルリストを生成する。
【０１２０】
　上記のように、必要ファイルリストとは、ファイルのリスト、すなわち、同一の個別Ｉ
Ｄを有するが異なるサイズまたは個別バージョンのパッチファイル、復旧ファイルを意味
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する。
【０１２１】
　ステップＳ１００６において、コンテンツサーバ１０８は、必要ファイルリストを移動
通信端末機１００に送信し、その後、ステップＳ１００８において、必要ファイルリスト
に含まれた個別ファイルを送信する。
【０１２２】
　ステップＳ１０１０において、移動通信端末機１００は必要ファイルリストに含まれた
全てのファイルの通信が完了したか判断（照合）する。
【０１２３】
　ステップＳ７１２において、すべてのパッチファイルの通信が完了すると、移動通信端
末機１００は、ファイル通信完了信号をコンテンツサーバ１０８に送信し、ステップＳ１
０１４で、個別ファイルダウンロードの手順は、コンテンツサーバ１０８がこれに対する
応答信号を送信するときに完了する。
【０１２４】
　本発明によれば、コンテンツがマルチファイルで構成することにより、必要なファイル
のみをダウンロードして、個別ファイル情報を比較することが可能になる。
【０１２５】
　さらに、本発明によれば、必要ファイルのダウンロード手順は、予め設定された方法に
よりコンテンツダウンロードの際にコンテンツサーバ１０８に自動接続するダウンロード
エージェントプログラム１０４によって、もしくは、ＡＰＩを介してダウンロードエージ
ェントプログラムを呼び出す移動通信端末機において、パッチ対象であり実行可能な個別
プログラムによって、もしくは使用者からの再ダウンロード要求により行われることもで
きる。
【０１２６】
　さらに、本発明における必要ファイルまたは復旧ファイルのダウンロード手順について
説明したが、本発明はこれにより制限されず、移動通信端末機１００に既に保存されてい
る基本パックに対応する拡張パックのダウンロード処理中の上記のバージョン比較及びサ
イズ比較手順により拡張パックの追加されたファイルを選択的に送信することも可能であ
る。
【０１２７】
　図１１は、本発明の別の実施例によるダウンロードエージェントプログラムで構成され
るモジュールを示す図である。
【０１２８】
　本発明の別の実施例によれば、必要ファイルのダウンロードの際に、個別ファイル情報
の比較処理は移動通信端末機１００より行われる。
【０１２９】
　このために、図１１に示すように、本発明によるダウンロードエージェントプログラム
は、通信完了判断モジュール１１００、パッケージリスト送信モジュール１１０２、最新
パッケージリスト受信モジュール１１０４、個別ファイル比較モジュール１１０６及び必
要ファイル要求モジュール１１０８を含むことができる。
【０１３０】
　通信完了判断モジュール１１００は、図３の説明と同一であるのでこれに対する詳細な
説明は省略する。
【０１３１】
　パッケージリスト送信モジュール１１０２も図３の説明と同一であるが、本発明の別の
実施例では移動通信端末機１００により必要ファイルを選別する処理が行われる。
【０１３２】
　パッケージリスト情報はマルチファイルのすべての情報を含む必要はなく、コンテンツ
サーバ１０８が移動通信端末機１００の要求するコンテンツを識別するためのコンテンツ
マスタＩＤを含むことができる。
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【０１３３】
　移動通信端末機１００からコンテンツマスタＩＤを含むパッケージリストを受信する場
合、コンテンツサーバ１０８はコンテンツマスタＩＤに対応する最新パッケージリストを
生成し、それを移動通信端末機１００に送信する。この際、最新パッケージリスト受信モ
ジュール１１０４はコンテンツサーバ１０８から最新パッケージリストを受信する。
【０１３４】
　個別ファイル比較モジュール１１０６は、コンテンツサーバ１０８から送信された最新
パッケージリスト中の個別ファイルの情報と移動通信端末機１００に中の個別ファイルの
情報とを比較する。
【０１３５】
　上記のように、個別ファイルの比較は、同一の個別ＩＤを持つ二つのファイルのサイズ
または個別バージョン情報を比較することであるが、これらの情報に限定されない。
【０１３６】
　個別ファイルの比較処理を通して、コンテンツサーバ１０８からダウンロードされるべ
き必要ファイルを識別でき、必要ファイル要求モジュール１１０８は必要ファイルのダウ
ンロードをコンテンツサーバ１０８に要求する。
【０１３７】
　図１２は本発明の別の実施例による必要ファイルのダウンロード手順を示すフローチャ
ートである。
【０１３８】
　図１２を参照すると、ステップＳ１２００において、移動通信端末機１００は、コンテ
ンツマスタＩＤを含むパッケージリストを抽出し、それをコンテンツサーバ１０８に送信
する。
【０１３９】
　パッケージリスト通信処理は、コンテンツが移動通信端末機１００中で実行された場合
、ダウンロードエージェントプログラムの自動要求により行われる場合がある。しかし、
これはまた、ＡＰＩ呼び出しによって、もしくは使用者からのコンテンツ再ダウンロード
要求によって、複数のパッチファイルの存在に対して、実行されたコンテンツ要求により
行われる場合もある。
【０１４０】
　ステップＳ１２０２において、コンテンツサーバ１０８は、コンテンツマスタＩＤを識
別した後、コンテンツマスタＩＤに対応するマルチファイルを抽出することにより、最新
パッケージリストを生成する。ステップＳ１２０４において、コンテンツサーバ１０８は
、最新パッケージリストを移動通信端末機１００に送信する。
【０１４１】
　ステップＳ１２０６において、移動通信端末機１００は、最新パッケージリスト中の個
別ファイルの情報と移動通信端末機１００中の個別ファイルの情報とを比較する。
【０１４２】
　この際、異なる情報を持つ個別ファイルはコンテンツサーバ１０８からダウンロードさ
れるべきファイルなので、ステップＳ１２０８において、移動通信端末機１００は、コン
テンツサーバ１０８に上記ファイルのダウンロードを要求し、ステップＳ１２１０におい
て、コンテンツサーバ１０８は、これへの応答として対応するパッチファイルを送信する
。
【０１４３】
　ステップＳ１２１２において、移動通信端末機１００は、最新パッケージリストを用い
てすべての必要ファイルの通信が完了したか否かを判断（照合）し、完了した場合、ステ
ップＳ１２１４において、パッチファイル通信完了信号をコンテンツサーバ１０８に送信
する。
【０１４４】
　ステップＳ１２１６においては、パッチファイル通信完了信号に対する応答信号をコン



(16) JP 2010-51008 A 2010.3.4

10

20

30

40

50

テンツサーバ１０８が送信するとき、パッチファイルのダウンロードが完了する。
【実施例２】
【０１４５】
　図１３は、本発明の好ましい一実施例による移動通信端末機にコンテンツを提供するシ
ステムを示す図である。
【０１４６】
　図１３は、図１と比較すると、移動通信端末機１００はコンテンツマネージャ１３００
を含むことだけを除き同じなので図１３の他の構成に対する詳細な説明は省略する。
【０１４７】
　上記のように、本発明による移動通信端末機１００は、コンテンツサーバ１０８からパ
ッケージリスト情報及びこれに対応するマルチファイルを受信する。
【０１４８】
　パッケージリスト情報は、図４に示すように、コンテンツマスタＩＤ、統一バージョン
情報、実行ファイルのＩＤ及びサイズ、その個数、ＤＬＬファイルのＩＤ及びサイズ、リ
ソース（ＲＥＳ）ファイル及びアイテム（Ｉｔｅｍ）ファイルを含むことができる。
【０１４９】
　ここで、コンテンツマスタＩＤは、コンテンツサーバ１０８または移動通信端末機１０
０がコンテンツを識別するための識別子である。コンテンツ統一バージョンは、特定コン
テンツが基本パックであるかまたは拡張パックであるか表し、パッチバージョン状態を表
す。
【０１５０】
　本発明のよるコンテンツ統一バージョン情報は、Ｍａｊｏｒ／Ｍｉｄｄｌｅ／Ｍｉｎｏ
ｒのような構造、例えば、１．ｘ．ｘまたは２．ｘ．ｘで表される場合がある。Ｍａｊｏ
ｒ番号は、基本パックであるかまたは拡張パックであるかを識別するための識別番号であ
る。Ｍｉｄｄｌｅ及びＭｉｎｏｒ番号はパッチを識別するためのものである。
【０１５１】
　さらに、実行ファイル、ＤＬＬファイル、リソースファイル及びアイテムファイルの個
数は、コンテンツの種類に伴って変化してもよい。そして、図５ないし図８に示されたそ
れぞれの構成情報は、各ファイルの個別ＩＤ、バージョン情報、サイズ及び課金情報を含
む。
【０１５２】
　コンテンツサーバ１０８がコンテンツを送信する場合、本発明によるコンテンツマネー
ジャ１３００は、コンテンツを構成する全てのファイルの通信が、コンテンツサーバが生
成したパッケージリストを用いて完了されたか判断（照合）する。
【０１５３】
　上記のように、本発明によるコンテンツは、互いに独立的なマルチファイルで構成され
る。コンテンツマネージャ１３００は、臨時ファイルの形態でダウンロード中のファイル
を保存し、ダウンロードが完了した場合には、このファイルを実行ファイルとしてファイ
ル名を変えて保存する。
【０１５４】
　最初にコンテンツを受信する際に、コンテンツマネージャ１３００はコンテンツ保存部
のコンテンツマスタＩＤを用いてダウンロード中のコンテンツのためのフォルダを生成し
、コンテンツマスタＩＤのフォルダの下位ディレクトリにコンテンツを構成するマルチフ
ァイルそれぞれ保存する。
【０１５５】
　図１５は、本発明の好ましい一実施例によるコンテンツのディレクトリ構造を示す図で
ある。図１５に示すように、コンテンツマスタＩＤは、上位ディレクトリであり、マルチ
ファイル、例えば実行ファイル、アイコンファイル、コンテンツ基本情報ファイル、ＤＬ
Ｌファイル及びリソースファイルは、下位ディレクトリに保存される。
【０１５６】
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　ここで、アイコンファイルは、受信アイコン情報及び実行アイコン情報を含む。
【０１５７】
　さらに、コンテンツの拡張パックまたはパッチファイルを受信する場合、拡張もしくは
パッチされるべきコンテンツは、既に移動通信端末機１００に保存されている。この場合
、コンテンツマネージャ１３００は、これらのファイルが既に保存されたコンテンツマス
タＩＤの下位ディレクトリに拡張パックやパッチファイルを保存する。
【０１５８】
　上記のように、本発明によるコンテンツは複数の独立的なマルチファイルで構成される
ので、パッチファイルはそれぞれのマルチファイルに対して独立的に存在することができ
る。
【０１５９】
　したがって、少なくとも一つ以上のパッチファイルを受信する場合、本発明によるコン
テンツマネージャ１３００は移動通信端末機１００に既に保存されているファイルにパッ
チファイルを上書きする。
【０１６０】
　本発明によるそれぞれのマルチファイルは、個別ＩＤ情報を含む。よって、コンテンツ
マネージャ１３００は、パッチファイルに既に保存されたファイルのうち同一パッチファ
イルの個別ＩＤを持つファイルを更新する。
【０１６１】
　一般的に、ファイルをダウンロードする際、コンテンツサーバ１０８は、ダウンロード
されるべきコンテンツの容量を移動通信端末機１００が受信できるか先ず判断（照合）し
た後、送信を開始する。本発明によれば、新しいパッチファイルを送信する際に、移動通
信端末機１００は、パッチファイルの合計容量よりも、むしろ大容量のパッチ（ファイル
）と同等の記憶容量を確保するだけで、以後、複数のパッチファイルの受信が可能になる
。
【０１６２】
　すなわち、従来の方法では、コンテンツは一つのファイルで構成したので、例えパッチ
ファイルが存在する場合でも全体コンテンツをダウンロードすべきであった。したがって
、移動通信端末機は、全体コンテンツのサイズと同等のメモリ容量を確保しなくてはなら
なかった。しかし、本発明によれば、コンテンツは小さなサイズのマルチファイルに分割
され、これらのファイルそれぞれはダウンロード完了後に、独立して上書きされる。よっ
て、少ない記憶容量しか確保されていなかったとしても、パッチファイルを受信すること
ができるようになる。
【０１６３】
　また、拡張パックの場合にも、拡張パックを構成するいくつかのマルチファイルは、移
動通信端末機１００に既に保存されたマルチファイルと一致することもある。拡張パック
のダウンロードの際、基本パックに含まれないか、または基本パックを構成するマルチフ
ァイルと異なるサイズを持つパッチファイルをダウンロードすることが可能である。
【０１６４】
　コンテンツ保存部１０６は、コンテンツサーバ１０８からダウンロードされたあらゆる
種類のコンテンツを保存する。コンテンツ保存部１０６は、移動通信端末機１００の内蔵
メモリであっても、大容量のコンテンツを保存するための外部メモリであっても良い。
【０１６５】
　図１４は、本発明の好ましい一実施例によるコンテンツマネージャを構成するモジュー
ルを示す図である。
【０１６６】
　図１４に示すように、本発明によるコンテンツマネージャはダウンロード管理モジュー
ル１４００、アイコン表示モジュール１４０２、ランチングモジュール１４０４及びメモ
リ容量判断モジュール１４０６を含む。
【０１６７】
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　ダウンロード管理モジュール１４００は、コンテンツサーバ１０８が送信するマルチフ
ァイルのダウンロードを管理する。ダウンロード管理モジュール１４００は、コンテンツ
サーバ１０８が送信したパッケージリスト情報を用いて全てのマルチファイルの通信が完
了したか否かを判断する。
【０１６８】
　また、マルチファイルの受信の場合に、上記ダウンロード管理モジュールは、ダウンロ
ードの際にマルチファイルのコンテンツマスタＩＤが既にコンテンツ保存部１０６に保存
されているか判断する。もし、マルチファイルのコンテンツマスタＩＤがない場合、これ
を最初のダウンロードと見なし、それにより新しいフォルダがコンテンツマスタＩＤの下
位に生成されることができ、受信されたマルチファイルはコンテンツマスタＩＤの下位デ
ィレクトリに保存される。
【０１６９】
　一方、これが最初のダウンロードではない場合、すなわち、拡張パックやパッチファイ
ルを受信する場合、ダウンロード管理モジュール１４００は、新しく追加されたファイル
（すなわち基本パックに含まれていないファイル）を拡張パック中に、またはパッチファ
イルをコンテンツ保存部１０６中のコンテンツマスタＩＤの下位ディレクトリ中に保存す
る。
【０１７０】
　上記のように、パッチファイルの場合、パッチされるべきファイルが既にコンテンツ保
存部１０６に保存されているので、ダウンロード管理モジュール１４００は、個別パッチ
ファイルを受信しているときに、パッチファイルと共に保存されたファイルを更新する。
【０１７１】
　また、拡張パックの場合、拡張パックを構成するいくつかのマルチファイルは、移動通
信端末機１００に既に保存されたマルチファイル（すなわち基本パックを構成する（マル
チファイル））と同一となる。ダウンロード管理モジュール１４００は、拡張パックうち
の一つであり、基本パック中のマルチファイルと同一の個別ＩＤを持つファイルを上書き
し、コンテンツマスタＩＤの下位ディレクトリ中に基本パック含まれないファイル（すな
わち、新たに追加されたファイル）を保存する。
【０１７２】
　アイコン表示モジュール１４０２は、コンテンツに対応するアイコンを表示し、本発明
によるアイコンは実行アイコンと受信アイコンに区分されてもよい。
【０１７３】
　ここで、実行アイコンは、アイコンに対応するコンテンツの実行が可能であることを指
し、もし使用者が実行アイコンを選択すると、コンテンツが実行される。
【０１７４】
　しかし、受信アイコンは、コンテンツに対する複数の個別ファイルがダウンロード中で
あることを指し、使用者が受信アイコンを選択するとき、コンテンツは実行されない。
【０１７５】
　また、既にパッチファイルの通信が一時中断された場合、受信アイコンは、引き続きダ
ウンロードが必要であることを使用者に知らせる。また、パッチファイルの通信が一時中
断された後、使用者が受信アイコンを選択すると、パッチファイルの引き続きのダウンロ
ードが自動的に行われる。
【０１７６】
　本発明において、パッチファイルの通信が一時中断された場合、コンテンツを構成する
いくつかのマルチファイルは、更新された統一バージョンに対応するファイルであること
があり、いくつかは以前の統一バージョンに該当するファイルであることがある。この場
合、使用者がコンテンツを実行すると実行中のコンテンツにエラーが発生する場合もあり
得るので、受信アイコンは表示されるべきである。
【０１７７】
　ランチングモジュール１４０４は、特定コンテンツに対するパッチファイル通信手順を
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開始するためにコンテンツ基本情報をコンテンツサーバ１０８に送信する。
【０１７８】
　ここで、コンテンツ基本情報は、コンテンツサーバ１０８から受信したコンテンツマス
タＩＤ及びコンテンツ統一バージョン情報を含む。
【０１７９】
　コンテンツサーバ１０８にパッチファイルの存在（の可否）を要求すると、移動通信端
末機１００は、コンテンツ基本情報をコンテンツサーバ１０８に送信する。コンテンツサ
ーバ１０８は、現在コンテンツサーバ１０８に保存されている最新パッケージリストをこ
れにコンテンツマスタＩＤを付加して移動通信端末機１００に送信する。もし、受信した
最新パッケージリスト中の統一バージョン情報が移動通信端末機１００中のコンテンツの
統一バージョン情報と異なる場合、移動通信端末機１００は、パッチファイルが必要であ
ると判断する。このように、異なるバージョンの場合、移動通信端末機は、パッケージリ
スト中の各マルチファイルのサイズと移動通信端末機１００中の各マルチファイルサイズ
とを比較することにより、コンテンツサーバ１０８に異なるサイズのファイルのダウンロ
ードを要求する。
【０１８０】
　統一バージョン及びサイズの比較手順は、コンテンツサーバ１０８で行われてもよい。
【０１８１】
　コンテンツサーバ１０８が、移動通信端末機１００がダウンロードされるべきコンテン
ツのサイズと同等のメモリを確保しているのかを問合せるとき、メモリ容量判断モジュー
ル１４０６は、移動通信端末機１００の残存メモリ容量を判断する。
【０１８２】
　この際、もし残存メモリ容量がダウンロードされるべきコンテンツのサイズより少ない
場合には、コンテンツの通信が行われない。
【０１８３】
　さらに、本発明によれば、パッチファイルを受信する場合、ダウンロード管理モジュー
ル１４００は、それぞれのパッチファイルの通信が完了されるときはいつでも既存ファイ
ルに受信したパッチファイルを上書きする。したがって、全てのパッチファイルに対する
メモリ容量を確保する必要はないが、最も大きなパッチファイルに相当するメモリ容量は
確保する必要がある。また、拡張パックをダウンロードする場合に、基本パックと同一の
ファイルが存在するので、パッチが必要であるファイル及び基本パックに含まれないファ
イルのメモリ容量を確保すれば、パッチファイルまたは拡張パックをダウンロードするこ
とが可能である。
【０１８４】
　図１６は、本発明の一実施例によるコンテンツをダウンロードする際の保存手順を示す
フローチャートである。
【０１８５】
　図１６を参照すると、ステップＳ１６００において、コンテンツをダウンロードする際
、移動通信端末機は、コンテンツサーバ１０８からパッケージリストを受信する。
【０１８６】
　ステップＳ１６０２において、パッケージリストを受信したとき、移動通信端末機１０
０は、パッケージリストからコンテンツマスタＩＤを抽出し、コンテンツ保存部１０６に
当該コンテンツマスタＩＤが存在するか否かを判断（照合）する。
【０１８７】
　もし、コンテンツマスタＩＤが存在しない場合、それは新しいコンテンツのダウンロー
ドなので、ステップＳ１６０４において、移動通信端末機１００は、コンテンツ保存部１
０６中にコンテンツを構成する全てのマルチファイルのサイズと同等のメモリ容量がある
か判断（調べる）する。
【０１８８】
　もし、確保されているメモリ容量が全てのマルチファイルのサイズに対して十分ではな
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かった場合、コンテンツのダウンロード処理は終了されるが、そうではない場合には、ス
テップＳ１６０６において、コンテンツマスタＩＤ名を上位ディレクトリとし、その下に
フォルダを生成する手順を行う。
【０１８９】
　以後、ステップＳ１６０８において、ファイルダウンロード処理が始まり、移動通信端
末機１００は、コンテンツサーバ１０８から（マルチファイルのうちで）ダウンロードさ
れている状態のマルチファイルを臨時ファイルの形態で保存し、ステップＳ１６１０にお
いて、ダウンロード中のファイルのサイズ情報を用いて個別ファイルの通信が完了したか
判断（照合）する。
【０１９０】
　もし、個別ファイルの通信が完了した場合は、ステップＳ１６１２において、これらの
ファイルはコンテンツマスタＩＤの下位ディレクトリに保存される。
【０１９１】
　一方、上記ステップＳ１６０２において、コンテンツマスタＩＤが存在する場合、すな
わち、パッチファイルまたは拡張パックをダウンロードしている場合、ステップＳ１６１
４において、移動通信端末機１００はダウンロードされるべきパッチファイルの（一つの
）うち最も大きなファイルのサイズと同等のメモリ容量が確保されるか否かを判断（調べ
る）する。
【０１９２】
　パッチファイルのうち最も大きなファイルのメモリ容量が確保される場合、パッチファ
イルの受信手順を行ってもよく、この際、パッチファイルに対するコンテンツマスタＩＤ
（の名前）を持つフォルダが既に存在するので、ステップＳ１６１６において、完全に通
信されていない、コンテンツサーバ１０８から送信（伝送）されるファイルは、フォルダ
生成せずに臨時ファイルの形態で保存される。
【０１９３】
　以後、ステップＳ１６１８において、個別ファイルの通信が完了したか否かを判断した
後、個別ファイルの通信が完了した場合、ステップＳ１６２０において、移動通信端末機
１００は、移動通信端末機１００中のファイルうち通信完了ファイルと同一のＩＤを持つ
ファイルが存在するか判断（照合）する。
【０１９４】
　この際、ステップＳ１６２２において、同一のＩＤを持つファイルが存在する場合には
、通信完了ファイルはパッチファイルであることを指すので、既存ファイルに上書きする
手順が行われ、ステップＳ１６１２において、同一のＩＤを持つファイルが存在しない場
合には通信完了ファイルは追加ファイルであることを指すので、コンテンツマスタＩＤの
下位ディレクトリに上記ファイルを保存する手順が行われる。
【０１９５】
　図１７は、本発明の一実施例によるパッチファイルダウンロード中のアイコン表示手順
を示すフローチャートである。
【０１９６】
　図１７を参照すると、ステップＳ１７００において、パッチファイルが受信している場
合、ステップＳ１７０２において、移動通信端末機１００中のアイコン表示モジュールは
受信アイコンを表示する。
【０１９７】
　以後、ステップＳ１７０４において、パッチファイル通信の完了が判断（照合）され、
パッチファイルの通信が完了した場合には、ステップＳ１７０６おいて、実行アイコンが
表示される。
【０１９８】
　しかし、上記ステップＳ１７０４において、パッチファイルの通信が完了されなかった
場合、すなわち、パッチファイルの通信の一時中断がある場合は、ステップＳ１７０８に
おいて、受信アイコンは維持される。
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　以後、ステップＳ１７１０において、使用者の要求による（受信）アイコン選択信号（
の入力）がある場合、ステップＳ１７１２において、移動通信端末機１００は、コンテン
ツサーバ１０８に一時中断されたファイルに対する引き続きのダウンロードを要求する。
【０２００】
　また、本発明によると、上記にあるようにパッチファイルを受信しているときに受信ア
イコンが表示されることとしたが、これに限定されず、使用者にコンテンツの実行を禁止
するために、拡張パックをダウンロードしているときにアイコンを表示することも可能で
ある。
【０２０１】
　また、既存のファイルを更新するためのパッチファイルの通信のみならず、使用者が削
除したファイルを復旧するための復旧ファイルの通信においても、上記のような手順が適
用されることが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０２０２】
　上記の本発明の好ましい実施例は、本発明を説明するためのものであり、当業者であれ
ば多様な修正、変更、付加が可能であり、このような修正、変更及び付加は下記の特許請
求の範囲に属するものとして見るべきである。
【符号の説明】
【０２０３】
　１００・・・移動通信端末機、１０２・・・無線インターネットブラウザ、１０４・・
・ダウンロードエージェントプログラム、１０６・・・コンテンツ保存部、１０８・・・
コンテンツサーバ、１１０・・・データベース、２００・・・コンテンツリスト提供モジ
ュール、２０２・・・パッケージリスト生成モジュール、２０４・・・バージョン比較モ
ジュール、２０６・・・サイズ比較モジュール、２０８・・・モジュール、２１０・・・
暗号化モジュール、２１２・・・アプリケーション送信モジュール、２１４・・・リソー
ス送信モジュール、２１６・・・認証キー提供モジュール、３００・・・通信完了判断モ
ジュール、３０２・・・パッケージリスト送信モジュール、３０４・・・必要ファイルリ
スト受信モジュール、１１００・・・通信完了判断モジュール、１１０２・・・パッケー
ジリスト送信モジュール、１１０４・・・最新パッケージリスト受信モジュール、１１０
６・・・個別ファイル比較モジュール、１１０８・・・必要ファイル要求モジュール、１
３００・・・コンテンツマネージャ、１４００・・・ダウンロード管理モジュール、１４
０２・・・アイコン表示モジュール、１４０４・・・ランチングモジュール、１４０６・
・・メモリ容量判断モジュール
 



(22) JP 2010-51008 A 2010.3.4

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(23) JP 2010-51008 A 2010.3.4

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(24) JP 2010-51008 A 2010.3.4

【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】 【図１７】



(25) JP 2010-51008 A 2010.3.4

フロントページの続き

(72)発明者  バク　ガプ－チュン
            大韓民国　ソウル　グワンジン－グ　ジャヤン　３－ドン　サムスン　アパートメント　１０２－
            １３１０
Ｆターム(参考) 5B084 AA02  AA12  AB06  AB16  AB32  CD10 
　　　　 　　  5K201 AA05  BA05  BC29  CB17  CB19  ED05  EF10 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

